
生活科学系コンソーシアム第１３回会議 議事録  
 
日時：平成２６年９月１２日（金）  １４：００～１５：３０ 
場所：日本学術会議 5 階 ５―Ａ（１）（２） 会議室  
 
出席者： 

コンソーシアム構成学会より連絡担当者計１３名 
  国際服飾学会    佐々井啓 
  日本栄養・食糧学会 鈴木恵美子 
  日本食生活学会   和田淑子 
  日本家庭科教育学会 伊藤葉子 
  日本消費者教育学会 柿野成美 
  日本衣服学会    阿部栄子       
  日本食品衛生学会  井部明宏 
  日本調理科学会   笠倉知子 
  服飾文化学会    岡田宣世 
  生活経済学会    藤野次雄 
  日本保育学会    守随 香 
  日本栄養改善学会  木戸康博 

日本繊維製品消費科学会 小柴朋子   (敬称略) 
日本学術会議 健康・生活科学委員会 家政学分科会委員６名 
  片山倫子、渋川祥子、小川宣子、塚原典子、 

多屋淑子、沖田富美子    (敬称略) 
欠席者： 
   日本家政学会、日本食品科学工業会 
 
資料： １．生活科学系コンソーシアム第 11 回議事録 案 

２．運営委員一覧表 （2014.9.12.現在） 
   ３．第 6 回 生活科学系博士課程論文発表会実施案（第 1 報） 
   ４．平成 26 年 12 月 シンポジウム運営計画案  
     ５．生活科学系コンソーシアム 名簿（2014.9.12 現在） 

   ６．科学研究費助成事業 科研費 
   ７．生活科学系コンソーシアム ９月１２日会議出席者名及び  

   １２月シンポジスト名（案） 
                             

議事内容 
1. 生活科学系コンソーシアム第７回総会議事録（案）の承認 （資料１） 

 （沖田） 
2．企画などの運営について               （小川） 
  資料２をもとに、今後企画、運営は構成学会で検討する方向で進めたいと 



  提案がなされ、以下の行事の運営委員にお願いすることを了承した。 
  ・２０１４年 12 月開催予定のシンポジウム 
   総務の阿部委員及び日本食品衛生学会（井部）と日本繊維製品消費科学会

（小柴） 
  ・2015 年 3 月開催予定の博士課程論文発表会 
   家政学分科会の工藤委員及び日本保育学会（守随）と生活経済学会あるい

は日本栄養改善学会  
 
３．第 6 回 生活科学系博士課程論文発表会について     （小川） 

資料 3 をもとに検討、実施案を承認した。発表会後懇親会を実施することと

した。 
 

４．第 3 回シンポジウムについて 
資料 4 をもとに検討、12 月 25 日（木）13 時 30 分から 17 時 30 分開催

決定。 会場は大妻女子大学。テーマは先回のシンポジウムを継続し、「家

庭科教育に対する期待と提案」とし、６名中５名のシンポジストを承認

した。なお日本繊維製品消費科学会は 9 月 24 日決定予定。 懇親会を

実施する。 
シンポジスト： 

日本食品衛生学会 井部明宏氏、日本栄養改善学会 木戸康博氏 
 日本食品科学工学会 北畑直文氏 生活経済学会 上村協子氏 
 日本保育学会 守随 香氏 

    
５．第 8 回生活科学系コンソーシアム総会開催日程について  (小川)                

    次年度（平成２７年度）の総会の日程について 5 月末か、6 月上旬を予定

しているが、日程は各構成学会に対しご都合をメールで伺った後、決定す

ることとした。 
 
 ６．科学研究費の細目について              （小川） 
    科学研究費の細目について資料６をもとに説明し、家政学分野の研究内容

が反映する細目について各構成学会で検討いただき、生活科学系コンソー

シアムとして対応していく必要があれば、検討をおこなう。 
 
 ７．日本家政学会 公益信託家政学研究助成基金について   (小川) 
    日本家政学会 公益信託家政学研究助成基金に対し、家政学分野の若手の

研究者を積極的に推薦するよう要望がなされた。 
 
確認事項 

1)構成学会の会長及び連絡担当者の変更確認依頼 （資料５） （阿部） 
   変更、修正のある場合は阿部に連絡する。 



        2) 構成学会の平成 26 年度行事予定について    （阿部） 
           ホームページに載せたい行事予定について変更、修正、追加があれ

ば阿部に連絡する。 
 
        3）生活科学系コンソーシアムによる共催・後援依頼や、会長及び連絡担当

者の変更届の様式はＨＰに掲載しておく。     （塚原） 
 
        ４）日本消費者教育学会からの後援名義使用依頼について （塚原） 

               
            

                            以上 


